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町

子

供

会

 

親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
開
催
さ
る
万
】
 

去
る
七
月
二
十
一
日
、
二
十
 

四
日
金
田
町
子
供
会
親
善
ス
ポ
 

ー
ッ
大
会
が
炎
暑
を
吹
き
と
ば
 

し
金
田
中
学
校
、
古
谷
グ
ラ
ン
 

ド
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
 

ま
し
た
。
青
成
会
の
方
々
の
熱
 

心
な
声
援
の
中
で
各
チ
ー
ム
と
 

も
元
気
い
っ
ば
い
好
プ
レ
ー
を
 

展
開
し
、
中
で
も
小
さ
な
小
学
 

生
が
自
分
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
真
 

剣
に
守
り
チ
ー
ム
の
大
き
な
力
 

と
な
っ
て
活
動
し
て
い
る
姿
は
 

応
援
の
大
人
も
大
い
に
学
ぶ
面
 

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
よ
 

う
か
。
 

競
技
が
あ
る
以
上
、
勝
つ
こ
と
 

が
目
標
で
あ
り
ま
す
が
、
チ
ー
 

ム
編
成
の
申
し
合
わ
せ
や
試
合
 

の
ル
ー
ル
を
よ
く
守
り
、
プ
レ
 

ー
を
行
な
う
こ
と
が
よ
り
大
切
 

な
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
行
事
に
 

参
加
す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
 

行
事
を
目
標
に
子
供
同
志
が
話
 

し
合
い
、
練
習
を
積
み
重
ね
る
 

と
こ
ろ
に
お
互
い
の
気
持
ち
が
 

と
け
あ
い
、
 

一
致
協
力
の
精
神
 

が
養
わ
れ
、
子
供
会
活
動
の
目
 

的
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま
 

す。 

中
 
央
 
公
 
民
 
館

ー

 

今
年
の
大
会
も
育
成
会
の
方
々
 

ま
た
、
地
区
体
育
部
長
、
役
場
 

職
員
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
、
 

体
育
指
導
員
の
ご
協
力
に
よ
り
 

有
意
義
に
終
了
し
ま
し
た
こ
と
 

を
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
試
合
結
果
は
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

◆
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
 

参
加
数
 

二
十
ニ
チ
ー
ム
 

優
 
勝
 
宝
見
A
子
供
会
 

準
優
勝
 
上
金
田
A
子
供
会
 

三
 
位
 

四
区
A

子
供
会
 

四
 
位
 

三
区
B

子
供
会
 

◆
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
 

小
学
生
参
加
数
 
十
チ
ー
ム
 

優
 
勝
 

一
区
A

子
供
会
 

準
優
勝
 
上
金
田
A

子
供
会
 

三
 

位
 
福
丸
子
供
会
 

四
 
位
 
上
金
田
B

子
供
会
 

中
学
生
参
加
数
 
八
ー
チ
ー
ム
 

優
 
勝
 

一
区
子
供
会
 

準
優
勝
 
上
金
田
A
子
供
会
 

三
 

位
 

三
区
子
供
会
 

四
 
位
 
上
金
田
B
子
供
会
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こ
よ
み
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災
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ガ
ン
制
圧
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間
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一
一
百
十
日
 

献
血
・
金
田
町
役
場
前
 

児
童
手
当
支
給
日
 

航
空
の
日
、
動
物
愛
護
週
間
 

乳
児
検
診
 

秋
分
の
日
 

』 

『 

結
核
予
防
週
間
 

『 

28 

日
 
心
配
ご
と
相
談
 

・
一
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町
 

田
 

差
別
を
な
く
す
た
め
に
 
図
 

中

央

公

民

館

 

ニ
、
解
放
運
動
と
融
和
対
策
 

同
和
問
題
が
政
府
を
は
じ
め
 

広
く
社
会
一
般
か
ら
注
目
さ
れ
 

深
い
関
心
を
持
た
れ
る
よ
う
に
 

な
っ
た
の
は
、
大
正
時
代
後
半
 

の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
契
機
と
 

な
っ
た
の
は
、
七
年
七
月
ぼ
っ
 

発
し
た
米
騒
動
と
、
十
一
年
三
 

月
結
成
さ
れ
た
全
国
水
平
社
の
 

運
動
で
あ
る
。
 

米
騒
動
は
、
米
価
の
暴
騰
に
 

よ
り
生
活
難
に
陥
っ
た
広
範
な
 

低
所
得
階
層
の
慎
激
が
自
然
発
 

生
的
に
暴
動
化
し
た
も
の
で
あ
 

る。 

こ
の
暴
動
に
京
都
、
岡
山
 

広
島
、
津
、
名
古
屋
等
の
都
市
 

に
お
け
る
同
和
地
区
住
民
が
、
 

勤
労
者
や
市
民
な
ど
一
般
大
衆
 

と
と
も
に
多
数
参
加
し
、
激
烈
 

な
行
動
に
出
た
こ
と
は
事
実
で
 

あ
る
。
ま
た
滋
賀
、
奈
良
、
和
 

歌
山
、
富
山
、
香
川
、
山
ロ
、
 

福
岡
等
の
各
地
で
地
区
住
民
が
 

暴
動
に
参
加
し
た
こ
と
も
事
実
 

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
同
和
地
 

区
住
民
の
み
で
米
騒
動
を
起
こ
 

し
た
の
で
も
な
け
れ
ば
、
差
別
 

問
題
が
原
因
で
暴
動
化
し
た
の
 

で
も
な
く
、
ま
た
同
和
地
区
住
 

民
が
計
画
的
、
組
織
的
に
暴
動
 

を
指
導
し
た
も
の
で
も
な
か
っ
 

た
。
し
か
し
、
第
一
次
大
戦
の
 

経
済
的
影
響
に
よ
る
未
曽
有
の
 

好
景
気
の
な
か
で
、
同
和
地
区
 

住
民
の
大
多
数
が
差
別
の
な
か
 

の
貧
困
と
も
い
う
べ
き
劣
悪
悲
 

惨
な
生
活
状
態
に
お
か
れ
て
い
 

た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
多
年
に
 

わ
た
っ
て
う
っ
せ
き
し
た
差
別
 

圧
迫
と
憤
ま
ん
が
爆
発
し
て
多
 

数
の
地
区
住
民
を
し
て
米
騒
動
 

に
参
加
さ
せ
た
。
政
府
を
は
じ
 

め
社
会
一
般
の
関
心
は
、
そ
の
 

よ
う
な
反
社
会
的
ェ
ネ
ル
ギ
ー
 

が
潜
在
す
る
同
和
問
題
の
深
刻
 

き
と
重
大
さ
に
集
約
さ
れ
る
。
 

言
い
か
え
れ
ば
、
米
騒
動
に
よ
 

っ
て
同
和
問
題
は
新
し
く
再
発
 

見
さ
れ
、
重
大
な
社
会
問
題
と
 

し
て
認
識
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

そ
れ
を
立
証
し
た
の
が
、
帝
 

国
公
道
主
催
の
同
情
融
和
大
会
 

で
あ
り
、
大
正
九
年
度
の
国
の
 

予
算
に
地
方
改
善
費
が
五
万
円
 

計
上
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

帝
国
公
道
会
が
東
京
築
地
本
 

願
寺
で
第
一
回
同
情
融
和
大
会
 

を
開
催
し
た
の
は
大
正
八
年
一
一
 

月
で
あ
っ
た
。
 

大
会
に
は
貴
衆
両
院
議
員
、
 

関
係
各
省
大
臣
を
は
じ
め
、
華
 

族
、
学
者
、
宗
教
家
お
よ
び
同
 

和
地
区
の
有
力
者
な
ど
四
三
〇
 

余
名
が
出
席
し
た
。
 

大
会
宣
言
を
み
る
と
「
も
し
 

こ
れ
斯
の
如
く
し
て
其
途
を
改
 

め
ず
ん
ば
彼
等
の
内
過
激
思
想
 

を
抱
く
も
の
に
至
っ
て
は
、
或
 

い
は
社
会
を
呪
阻
す
る
も
の
を
 

昭
和
 53 

年
度
市
町
村
交
通
安
全
 

コ
ン
ク
ー
ル
努
力
賞
受
賞
ノ
・
 

町
民
各
位
の
御
協
力
に
よ
り
 

昭
和
 53 

年
度
市
町
村
交
通
安
全
 

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
き
ま
し
て
、
 

そ
の
期
間
中
全
町
一
体
と
な
っ
 

て
活
発
な
交
通
安
全
活
動
を
展
 

開
し
た
そ
の
成
果
が
評
価
さ
れ
 

県
知
事
よ
り
努
力
賞
を
受
賞
し
 

ま
し
た
。
 

こ
れ
は
町
民
各
位
は
も
と
よ
 

り
各
種
団
体
の
絶
大
な
る
御
支
 

援
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
を
致
し
 

て
お
り
ま
す
．
今
後
共
よ
ろ
し
 

く
御
協
力
の
程
お
願
い
致
し
ま
 

す。 

秋

の

交

通

安

全

 

県
民
運
動
の
実
施
に
つ
い
て
 

左
記
に
よ
り
秋
の
交
通
安
全
 

県
民
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

夏
休
み
も
終
り
気
持
が
ゆ
る
ん
 

で
い
る
時
で
す
、
交
通
事
故
に
 

は
充
分
気
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

一
、
目
的
 

こ
の
運
動
は
、
全
て
の
県
民
 

が
交
通
安
全
思
想
を
高
め
、
 

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
 

ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け
る
こ
 

と
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
防
 

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
 

的
と
す
る
。
 

一
一
、
期
間
 

出
す
な
き
を
保
つ
べ
か
ら
ず
」
 

と
の
べ
、
為
政
者
の
反
省
を
促
 

し
て
い
る
。
こ
の
大
会
に
参
集
 

し
た
同
和
地
区
の
有
力
者
た
ち
 

は
別
に
会
合
を
持
ち
対
策
を
協
 

議
し
た
結
果
、
内
務
省
、
陸
軍
 

省
、
文
部
省
な
ど
の
関
係
各
省
 

お
よ
び
各
政
党
に
対
し
、
部
落
 

改
善
に
関
す
る
陳
情
を
行
な
う
 

と
と
も
に
、
翌
三
月
第
四
十
一
 

帝
国
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し
 

た
。
つ
い
で
、
大
正
十
年
ニ
月
 

第
二
回
同
情
融
和
大
会
を
開
 

い
た
が
、
こ
の
大
会
に
は
全
国
 

各
地
の
同
和
地
区
代
表
が
多
数
 

参
加
し
た
。
大
会
の
あ
と
和
歌
 

山
県
、
広
島
県
、
山
梨
県
等
の
 

同
和
地
区
有
力
者
数
名
が
実
行
 

委
員
に
選
ば
れ
、
関
係
各
省
に
 

陳
情
し
て
部
落
改
善
施
策
の
積
 

極
的
な
実
施
を
要
請
し
た
。
 

そ
し
て
さ
ら
に
、
第
四
十
一
一
 

帝
国
議
会
に
次
の
よ
う
な
請
願
 

を
行
な
っ
た
。
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

一 

、
 

一
 

、
 

一
 

、
 

部
落
民
を
官
公
吏
に
採
用
 

す
る
こ
と
。
 

官
公
文
書
、
身
元
調
査
等
 

に
特
殊
部
落
又
は
そ
の
他
 

忌
む
べ
き
文
字
を
記
載
せ
 

し
め
ざ
る
こ
と
。
 

軍
隊
内
に
於
け
る
差
別
待
 

遇
を
廃
止
す
る
こ
と
。
】
 

教
育
上
に
於
け
る
差
別
待
 

遇
を
廃
止
す
る
こ
と
。
 

部
落
改
善
団
体
を
組
識
す
 

る
こ
と
。
 

部
落
改
善
調
査
機
関
設
置
 

の
こ
と
。
 

部
落
改
善
費
は
国
庫
よ
り
 

支
出
せ
ら
れ
た
き
こ
と
。
 

内
務
1
こ
部
落
改
善
事
務
 

9
月
 21
 

、
金
）
か
ら
9
月
 

30 

日
（
F
、
ま
で
の
 10 

日
間
 

三
、
運
動
の
重
点
 

0
子
供
と
老
人
の
交
通
事
故
 

防
止
 

e
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
 

の
局
課
を
設
け
、
専
任
の
 

官
吏
を
置
く
こ
と
。
 

一
、
地
方
庁
内
に
社
会
課
を
設
 

け
、
部
落
改
善
の
専
任
官
 

吏
を
置
く
こ
と
。
 

一
、
北
海
道
に
団
体
移
住
す
る
 

戸
数
の
内
規
制
限
を
撤
廃
 

す
る
こ
と
。
 

こ
の
請
願
の
内
容
は
、
当
時
 

の
同
和
地
区
指
導
者
た
ち
が
同
 

和
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な
具
 

体
的
施
策
を
要
求
し
て
い
た
か
 

を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
一
言
で
い
え
ば
、
明
 

治
、
大
正
初
期
の
改
良
主
義
運
 

動
と
基
本
的
に
は
変
り
な
い
要
 

求
で
あ
る
が
、
内
部
改
善
第
一
 

主
義
か
ら
脱
却
し
て
行
政
施
策
 

の
要
求
に
発
展
し
た
と
い
う
点
 

で
前
進
が
み
ら
れ
る
0
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
 

政
府
は
、
全
国
部
落
調
査
を
行
 

な
う
と
と
も
に
、
九
年
八
月
新
 

設
さ
れ
た
社
会
局
の
諮
問
機
関
 

で
あ
る
社
会
事
業
調
査
会
の
答
 

申
「
部
落
改
善
要
綱
」
を
採
決
 

し
て
行
改
方
針
を
確
立
し
、
翌
 

十
年
度
に
予
算
を
二
十
一
万
円
 

に
増
額
し
て
、
施
策
の
拡
充
を
 

は
か
っ
た
。
か
く
て
、
同
和
問
 

題
が
政
府
の
政
策
の
な
か
に
と
 

り
上
げ
ら
れ
た
た
め
に
呼
応
し
 

て
八
年
十
月
高
知
県
公
道
会
、
 

九
年
八
月
岡
山
県
協
和
会
、
＋
 

年
」
月
広
島
県
公
鳴
会
な
ど
の
 

新
し
い
融
和
団
体
が
相
つ
い
で
 

結
成
さ
れ
た
。
ま
た
、
全
国
的
 

な
組
識
を
有
す
る
団
体
と
し
て
 

は
有
馬
頼
寧
を
会
長
と
す
る
同
 

和
会
が
十
年
九
月
に
結
成
さ
れ
 

こ
の
時
期
に
お
け
る
民
間
団
体
 

転
車
の
安
全
利
用
の
促
進
 

田
青
少
年
の
暴
走
運
転
の
防
 

止
と
安
全
運
転
の
確
保
 

0
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
 

進
 

ー

，

,

，

、

【

一

 

生
き
が
い
づ
く
り
は
み
ん
な
の
手
で
 

老
 
人
 
福
 
祉
 
週
 
間
 

九
月
十
五
日
は
 
「
敬
老
の
日
 

」
ま
た
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
 

は
「
老
人
福
祉
週
間
」
 
で
す
。
 

お
年
寄
り
は
、
こ
れ
ま
で
永
 

年
に
わ
た
っ
て
社
会
に
貢
献
し
 

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
長
寿
を
心
 

か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
 

今
後
も
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て
 

き
た
知
識
と
経
験
を
社
会
に
役
 

立
て
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
 

す。 

こ
う
し
た
こ
と
が
、
お
年
 

寄
り
の
生
き
が
い
に
な
る
と
同
 

時
に
、
世
代
を
越
え
た
新
し
い
 

コ
ミ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
に
 

も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
 

,
o
 

'
N
 

老
人
に
生
き
が
い
の
あ
る
社
 

会
を
共
に
築
い
て
い
き
た
い
も
 

の
で
す
．
 

か
ガ
ン
の
危
険
信
号
4
 

に
 

こ
 

注
 
意
 

ク
天
高
く
、
馬
肥
ゆ
る
秋
β
 

の
九
月
は
「
が
ん
制
圧
月
間
」
 

で
も
あ
り
ま
す
。
 

の
改
善
、
融
和
運
動
は
よ
う
や
 

く
全
国
的
に
拡
が
っ
て
い
っ
 

た。 そ
し
て
、
指
導
理
念
や
運
動
 

方
針
も
、
労
肋
運
動
や
社
会
主
 

義
運
動
の
拾
頭
、
国
際
的
潮
流
 

と
し
て
の
民
族
自
決
、
人
種
平
 

等
の
思
想
的
影
響
を
う
け
て
、
 

大
き
く
変
化
し
た
。
す
な
わ
ち
 

従
来
の
部
落
改
善
を
第
一
と
す
 

る
改
良
主
義
か
ら
差
別
撤
廃
に
 

重
点
を
置
く
融
和
主
義
の
方
向
 

へ
と
転
換
し
た
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
融
和
運
動
に
対
 

抗
し
て
中
国
、
九
州
、
四
国
、
 

関
東
、
中
部
各
地
方
の
同
和
地
 

区
代
表
約
二
、
〇
〇
〇
名
が
参
 

集
し
、
会
堂
に
み
な
ぎ
る
悲
壮
 

な
感
激
と
異
常
な
昂
奮
の
な
か
 

で
、
人
権
宣
言
と
も
い
う
べ
き
 

全
国
水
平
社
結
成
の
宣
言
が
発
 

表
さ
れ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
運
動
 

方
針
の
大
綱
領
が
満
場
一
致
で
 

採
択
さ
れ
た
。
 

一
、
我
々
特
殊
部
落
民
は
、
部
 

落
民
自
身
の
行
動
に
よ
っ
 

て
絶
対
の
解
放
を
期
す
。
 

一
、
我
々
特
殊
部
落
民
は
、
絶
 

対
に
経
済
の
自
由
と
職
業
 

の
自
由
を
社
会
に
要
求
し
 

以
っ
て
獲
得
を
期
す
。
 

一
、
我
等
は
人
間
性
の
原
理
に
 

覚
醒
し
、
人
類
最
高
の
完
 

成
に
向
っ
て
突
進
す
。
 

全
国
水
平
社
は
、
改
良
主
義
 

の
部
落
改
善
で
は
な
く
完
全
な
 

解
放
を
目
ぎ
し
、
協
調
的
な
融
 

和
主
義
で
は
な
く
差
別
撤
廃
の
 

た
め
闘
争
す
る
自
主
的
団
体
と
 

し
て
発
足
し
た
．
 ／

へ
つ
づ
く
）
 

が
ん
で
亡
く
た
 

ー
は
年
A
 

増
え
て
お
り
、
I
4
止I
は
全
国
で
 

十
五
万
人
を
超
え
ま
し
た
。
 

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
る
 

が
ん
を
た
だ
恐
れ
る
だ
け
で
な
 

く
、
正
し
く
知
り
、
早
期
発
見
 

早
期
治
療
を
心
が
け
ま
し
よ
 

・つ。 
が
ん
早
期
発
見
の
ク
目
安
4
 

と
し
て
日
本
ガ
ソ
協
会
が
発
表
 

し
た
「
ガ
ン
の
危
険
信
号
」
を
 

参
考
に
と
き
ど
き
ル
自
己
検
診
 

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

9 月は十ガん制圧月間」ー 

戸ヘク 

九
 

月
 

草
 

詠
 

金
田
町
公
民
館
短
歌
教
室
 

講
師
 
友
清
 
隆
雄
 

藤
本
 
唯
彦
 

六
十
路
わ
れ
の
試
錬
と
も
思
ふ
 
在
り
し
日
の
母
が
好
み
し
草
餅
 

久
々
に
 
運
ば
れ
来
し
難
手
術
 
を
 
供
へ
て
タ
飼
す
父
と
向
ひ
 

患
者
を
諾
ふ
 

て
 

室
 

ト
ョ
 

藤
林
 
俊
信
 

し

づ

け

さ

 

一
人
居
の
静
寂
の
な
か
厨
よ
り
 
稲
の
葉
を
か
す
め
し
風
は
熟
れ
 

湯
沸
し
が
し
き
り
わ
れ
を
よ
 
そ
め
し
 
秋
蒔
き
小
麦
の
穂
を
 

び
い
る
 

そ
よ
が
せ
る
 

阿
部
 
重
宏
 

朝
露
に
濡
れ
し
若
葉
は
輝
き
て
 

風
渡
る
ら
し
か
す
か
に
揺
る
 

る
 

中
村
 
繁
生
 

並
川
 
君
子
 

広
々
と
開
け
し
も
の
か
河
口
に
 
た
そ
が
れ
て
帰
え
り
を
急
ぐ
 

は
 
貝
採
る
人
ら
あ
ま
た
散
ら
 
バ
イ
パ
ス
に
 

い
ま
あ
か
あ
 

ば
る
 

か
と
タ
陽
の
沈
む
 

福
田
 

冒
 

小
野
ト
メ
子
 

福
原
 
照
子
 

こ
の
年
も
暑
中
見
舞
を
呉
れ
た
 
こ
み
あ
げ
る
涙
こ
ら
へ
て
体
拭
 
奥
道
後
の
雨
つ
ぶ
お
ち
る
散
 

る
は
 

十
八
年
前
の
病
弱
の
生
 
く
 
夫
の
巨
体
は
や
け
細
り
た
 
歩
道
 

ぬ
る
る
に
ま
か
せ
語
 

徒
 

り
 

り
つ
つ
歩
く
 

田
村
 
文
子
 

高
木
美
代
子
 

菊
池
 

一
枝
 

と
り
ど
り
に
個
性
豊
か
に
咲
き
 
商
の
休
の
ひ
と
日
招
か
れ
て
 

初
盆
の
坂
の
ぼ
り
ゆ
け
ば
夏
 

競
ふ
 

さ
つ
き
展
は
あ
や
に
明
 
友
と
は
し
や
ぎ
つ
活
魚
を
食
む
 
草
の
 
香
り
持
つ
風
の
吹
き
 

る
き
 

過
ぎ
て
ゆ
く
 

J
 

検

察

審

査

会

 
に

つ

い

て

 

知
っ
て
お
こ
》
つ
 

ー

被

害

者

は

い

ま

す

ぐ

相

談

を

ー

 

皆
さ
ん
、
あ
な
た
や
そ
の
周
 

囲
の
人
で
「
窃
盗
」
 

「
お
ど
し
 

」 
「
詐
欺
」
 

「
交
通
事
故
」
な
 

ど
の
被
害
を
う
け
困
っ
て
各
方
 

面
に
話
し
て
み
た
が
納
得
の
い
 

く
結
論
が
出
な
い
。
ま
た
そ
の
 

犯
人
を
処
罰
し
て
ほ
し
い
と
警
 

察
や
検
察
庁
に
訴
え
た
が
、
そ
 

の
結
果
を
裁
判
に
廻
さ
な
い
こ
 

と
に
な
り
、
こ
れ
に
不
服
だ
が
 

さ
て
こ
れ
を
誰
に
ど
う
し
て
も
 

ら
っ
た
ら
よ
い
か
、
判
ら
な
く
 

な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
 

ん
か
。
 
こ
ん
な
方
は
「
泣
き
寝
 

入
り
せ
ず
検
察
審
査
会
」
に
ご
 

相
談
く
だ
さ
い
。
 

※
検
察
審
査
会
は
こ
の
よ
う
な
 

被
害
者
の
不
満
を
聞
い
て
も
 

う
一
度
調
べ
な
お
し
て
み
る
 

こ
と
を
仕
事
と
し
ま
す
。
 

※
検
察
審
査
会
は
裁
判
所
の
中
 

に
あ
っ
て
民
間
の
代
表
者
十
 

一
人
で
構
成
さ
れ
、
事
件
に
 

つ
い
て
検
察
官
の
し
た
不
起
 

訴
処
分
の
良
し
悪
し
を
審
査
 

す
る
た
め
記
録
を
調
べ
た
り
 

証
人
を
呼
ん
だ
り
、
実
地
見
 

分
な
ど
し
て
調
査
し
た
結
果
 

議
決
し
ま
す
。
 

※
検
察
審
査
会
に
相
談
や
申
し
 

立
て
さ
れ
る
方
は
田
川
裁
判
 

所
の
な
か
に
あ
る
左
記
事
務
 

局
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。
 

記
 

田
川
市
千
代
町
一
の
五
 

『
暮
ら
し
の
中
の
省
コ
 

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
 

私
の
提
案
』
募
集
 

裁
判
所
内
 

田
川
検
察
審
査
会
事
務
局
 

電
話
（
0
9
4
7
4

) 

②
0
1
6
3
番
 

昭
和
 54 
年
就
業
構
造
 

基
本
調
査
に
つ
い
て
 

総
理
府
統
計
局
で
は
、
 
10 

月
 

1
日
現
在
で
9
回
目
の
就
業
構
 

造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
は
、
全
国
を
代
表
す
 

る
よ
う
に
選
ぴ
出
さ
れ
た
地
域
 

（
調
査
）
か
ら
、
調
査
対
象
と
 

な
る
世
帯
を
選
定
す
る
と
い
う
 

統
計
的
手
法
に
よ
っ
て
選
ば
れ
 

た
約
 35 

万
世
帯
を
対
象
と
し
て
 

実
施
さ
れ
ま
す
。
 

こ
の
結
果
は
、
政
府
の
雇
用
 

・
失
業
対
策
を
は
じ
め
各
種
の
 

行
政
施
策
立
案
の
た
め
基
礎
資
 

料
と
な
る
も
の
で
す
。
 

都
道
府
県
知
事
か
ら
任
命
さ
 

れ
た
調
査
員
が
、
9
月
下
旬
に
 

調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
お
 

訪
ね
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
 

お
顧
い
し
ま
す
。
 

な
お
金
田
町
の
調
査
対
象
と
 

な
る
調
査
区
は
三
調
査
区
で
、
 

宝
見
2

ケ
所
、
西
金
田
の
一
部
 

が
調
査
対
象
ど
な
っ
て
お
り
ま
 

す
の
で
、
調
査
員
が
訪
問
さ
れ
 

た
場
合
は
ご
協
力
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

e
原
稿
は
横
書
に
し
、
左
肩
 

を
必
ら
ず
と
じ
、
末
尾
に
氏
 

名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
 

業
、
年
令
を
明
記
し
て
下
さ
 

◆
原
稿
 

◆
提
出
期
限
 
54 

年
 10 

月
1

日
 

0
募
集
す
る
内
容
は
、
暮
ら
 
◆
提
出
先
 
福
岡
市
中
央
区
天
 

し
の
中
の
省
ェ
ネ
ル
ギ
ー
に
 

神
一
の
ー
の
一
 

福
岡
県
消
 

つ
い
て
の
具
体
的
提
案
と
し
 

費
生
活
局
消
費
生
活
課
 

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
5
枚
程
 
◆
発
表
 
54 

年
 12
 

月
中
旬
 

度
に
ま
と
め
て
下
さ
い
。
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金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
 

俳
句
・
短
歌
同
好
会
 

【
俳
 
句
】
 辰

島
 
宗
一
 

ゆ
 

温
泉
に
通
ふ
杜
の
近
道
 

か
く
涼
し
 

原
田
 
豊
茂
 

水
番
の
疲
れ
し
顔
の
 

戻
り
け
り
 

岩
野
 
克
芳
 

色
あ
せ
し
湯
衣
の
か
か
る
 

舞
台
裏
 

吉
武
善
次
郎
 

巡
り
く
る
八
月
の
戦
禍
 

偲
ば
せ
ろ
 

桑
野
つ
る
絵
 

触
る
な
と
あ
れ
ば
 

触
れ
た
し
花
氷
 

宇
野
か
な
女
 

暑
見
舞
の
句
に
観
念
し
 

は
げ
み
を
り
 

瓜
生
 
女
礼
 

梅
を
干
す
狭
庭
な
が
ら
に
 

場
所
替
へ
つ
 

貞
国
ス
ミ
コ
 

白
樺
の
林
過
ぐ
れ
ば
 

~ 

i 想い 辰 り士てー け る る ふふ 宗 路る美き 、ノり J ミ 
， を夢 雄 し の 芳 り る 絵 れ 一 子 ~ 
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象
 

滝
し
ぶ
き
 

渡
辺
由
美
子
 

夏
山
に
小
鳥
さ
え
ず
る
 

【
短
 

歌
】
 

小
国
路
 

辰
島
 
宗
一
 

風
そ
よ
ぐ
蒼
ま
が
 

空
の
群
ト
ン
ボ
趨
ふ
れ
 

合
せ
 

睦
み
舞
い
交
ふ
 

桑
野
つ
る
絵
 

水
番
の
姿
街
は
ず
 

朝
毎
に
 
訪
い
呉
る
る
 

友
の
あ
り
け
り
 

克
 
芳
 

御
択
祖
の
墓
に
参
り
て
 

帰
る
道
 
無
名
戦
士
の
 

墓
も
参
り
し
 

亀
田
 
辰
雄
 

夏
の
朝
東
の
空
を
 

し
ず
か
さ
に
美
し
い
夢
 

う
つ
か
な
想
を
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町
 

田
 

金
 

士
知
ち
 

［除ヒ 

せ
 

洞
厨
）
 

一
昭
和
五
十
四
年
度
援
護
業
務
 

一
移
動
相
談
の
実
施
に
つ
い
て
 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
 

と
お
り
実
施
致
し
ま
す
の
で
、
 

気
軽
に
こ
相
談
に
お
い
で
下
さ
 

い。 
◆
日
時
 
九
月
十
一
日
（
火
）
 

10 

時
か
ら
 15
 

時
 30 

分
ま
で
 

◆
場
所
 
田
川
市
役
所
会
議
室
 

◆
相
談
事
項
 

0
恩
給
法
に
つ
い
て
 

m
旧
軍
人
等
の
加
算
恩
給
 

及
び
一
時
恩
給
等
 

②
旧
軍
人
等
の
傷
病
恩
給
 

等
 

⑧
公
務
扶
助
料
の
請
求
等
 

e
遺
族
等
援
護
法
に
つ
い
て
 

m
障
害
年
金
及
び
遺
族
年
 

金
等
の
請
求
等
 

田
各
種
給
付
金
に
つ
い
て
 

m
特
別
弔
慰
金
及
び
特
別
 

給
付
金
の
請
求
等
 

O
叙
位
、
叙
勲
に
つ
い
て
 

。
そ
の
他
、
右
記
以
外
の
援
 

護
業
務
全
般
に
つ
い
て
 

一
 

一
 

福
岡
県
警
察
官
採
用
試
験
 

0
採
用
予
定
人
員
 

約
二
〇
〇
人
 

e
試
験
日
時
等
 

o
第
一
次
試
験
 

10 

月
 28 

日
（
日
）
 

・
第
二
次
試
験
 

11 

月
下
旬
 

o
最
終
合
格
者
発
表
 

昭
月
下
旬
 

田
試
験
地
 

. fl e000000 

o
福
岡
市
 

o
北
九
州
市
 

o
飯
塚
市
 

o
久
留
米
市
 

0
受
験
資
格
 

大
学
、
短
大
及
び
高
校
の
既
 

卒
者
又
は
、
昭
和
 55
 

年
3
月
 

卒
業
見
込
み
の
者
で
、
昭
和
 

27 

年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
 37 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
男
子
 

日
受
験
申
込
み
の
受
付
期
間
 

o
9
月
 10 

日
（
月
）
か
ら
 10 

月
9

日
（
火
）
ま
で
 

の

採

 
用
 

昭
和
 55 

年
4
月
以
降
 

【
初
任
給
】
 

高
校
卒
 

約
九
二
、
七
8
円
 

短
大
卒
 

約
九
九
、
ハ
8
円
 

大
学
卒
 
約
一
〇
七
、
0
8
円
 

日
共
同
試
験
 

希
望
者
は
本
県
の
試
験
と
同
 

時
に
第
二
志
望
と
し
て
次
の
 

都
道
府
県
警
察
を
受
験
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
 

埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京
都
 

・
 
,
 

《
】
 
一
一
 
《
一
 

一
一
 
一
一
 

'

 

神
奈
川
県
、
愛
知
県
、
滋
賀
 

県
、
京
都
府
、
大
阪
府
、
丘
（
 

庫
県
 

口
問
合
せ
先
（
受
験
申
込
み
 

先） 
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
目
 

一
番
一
号
 
〒
八
一
〇
 

福
岡
県
警
察
本
部
警
務
課
試
 

験
係
 

電
話
（
0
9
2

)
7
4
1
ー
 

2
2
3
1
番
又
は
、
 

電
話
（
0
9
4
7
4

）
②
2
 

1
2
0
番
 

福

岡

県

職

員

採

用

試

験

 

（

中

級

・

初

級

）

 

⑥
受
付
け
期
間
 

9
月
1

日
（
土
）
1
9
月
 20
 

日
（
木
）
 

郵
送
の
場
合
は
9
月
 20 

日
（
 

木
）
迄
の
消
印
の
あ
る
も
の
 

⑥
試
験
の
種
類
・
区
分
 

八
中
級
V
 

o
行
政
事
務
 

o
学
校
事
務
 

o
警
察
事
務
 

o
栄
養
士
 

八
初
級
V
 

約
 70 

人
 

約
 35 

人
 

約
7
人
 

約
 15 

人
 

o
一
般
事
務
（
A
） 
約
 25
 

人
 

o
一
般
事
務
（
B
） 
約
 25 

人
 

o
学
校
事
務
 

約
8

人
 

o
警
察
事
務
（
女
子
）
約
8

人
 

o
交
通
巡
視
員
 

約
 45 

人
 

o
土
 

木
 

約
3

人
 

o
農
業
土
木
 

約
3
人
 

o
林
・
‘
、
業
 

約
3
人
 

⑨
受
験
資
 

ctnfl ==ec 

ハ
中
級
V
 

昭
和
 29 

年
4

月
2

日
か
ら
昭
 

和
 35
 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
者
 

ハ
初
級
V
 

昭
和
 31 

年
4

月
2

日
か
ら
昭
 

和
 37
 

年
4
月
1

日
ま
で
に
生
 

ま
れ
た
者
 

⑥
試
験
日
 

o
第
一
次
試
験
 

10 

月
 14
 

日
（
月
）
 

o
第
ニ
次
試
験
 

11
 

月
中
旬
（
第
一
次
試
験
 

合
格
者
に
通
知
し
ま
す
）
 

⑥
受
験
手
続
き
 

o
申
込
み
用
紙
請
求
先
 

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
 

局
 
〒
八
一
一
一
 

福
岡
市
博
多
区
下
川
端
町
 

2
の
5
西
銀
博
多
ビ
ル
内
 

電
話
（
6
9
2

)
2
9
1
 

1
3
0
6
7
番
 

＠
郵
便
で
申
込
み
用
紙
を
請
求
 

す
る
場
名
は
、
封
筒
の
表
に
 

「
中
級
（
又
は
初
級
）
申
込
 

み
用
紙
請
求
」
と
朱
書
し
、
 

50
 

円
切
手
を
は
っ
た
あ
て
先
 

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
 

一

 

昭
和
五
十
四
年
度
（
後
期
）
 

職

業

訓

練

生

の

募

生

 

し
て
く
だ
さ
い
。
 

⑥
そ
の
他
 

こ
の
試
験
に
つ
い
て
の
問
合
 

せ
先
は
福
岡
県
人
事
委
員
会
 

事
務
局
総
務
課
企
画
係
で
す
 

電
話
（
0
9
2
) 

3
0
6
7
番
 

職

業

訓

練

生

の

募

集

 

福
岡
県
立
直
方
専
修
職
業
訓
 

練
校
で
は
、
 
54 

年
 10
 

月
か
ら
の
 

入
校
生
を
次
の
と
お
り
、
募
集
 

し
て
い
ま
す
。
 

0
訓
練
計
画
 

金
属
プ
レ
ス
科
 

30 

名
 

（
期
間
）
 
54 

年
 10
 

月
か
ら
3
 

月
ま
で
 

男
・
女
 

プ
レ
ス
工
と
し
て
必
要
な
学
 

科
及
び
技
能
の
習
得
 

e
応
募
資
格
 

求
職
者
、
転
職
希
望
者
で
、
 

。
一
q
〕1
→・ー 

一
 

義
務
教
育
修
了
程
度
の
学
力
 

を
有
し
、
こ
の
職
種
に
適
し
 

た
者
 

田
募
集
期
間
 

昭
和
 54 

年
8
月
1

日
ー
 

昭
和
 54 

年
9
月
 17 

日
 

O
申
込
み
先
 

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 

又
は
直
方
専
修
職
業
訓
練
校
 

電
話
（
0
9
4
9
2
) 

②
1
7
4
9
番
 

一 
昭
和
五
十
五
年
歌
会
始
め
の
 

ー 
お
題
及
び
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
 

一

 

宮
 

内
 

庁
 

宮
 

内
 

庁
 

一
、
昭
和
五
＋
五
年
歌
会
始
の
 

に
し
、
開
い
た
右
半
面
に
お
 

お
題
 

題
と
歌
、
左
半
面
に
郵
便
番
 

「
桜
』
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
 

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
 

一
、
詠
進
歌
の
詠
進
要
領
 

日
及
び
職
業
を
書
い
て
下
き
 

o
詠
進
歌
は
、
自
作
の
歌
で
ー
 

い。 

（
書
式
図
参
照
）
 

人
一
首
と
し
、
未
発
表
の
も
 
三
、
詠
進
の
期
間
 

の
に
限
り
ま
す
。
 

九
月
一
日
か
ら
十
月
十
一
日
 

o
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
 

ま
で
と
し
、
郵
送
の
場
合
は
 

自
書
し
て
下
し
い
。
 

消
印
が
十
月
十
一
日
ま
で
の
 

o
書
式
は
、
半
糾
 

一
つ
折
り
 

も
の
を
有
効
と
し
ま
す
。
 

四
、
郵
便
の
あ
て
先
 

コT

一8

東
京
都
千
代
田
一
 

番
一
号
 
宮
内
庁
」
 
と
し
、
 

封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
 

添
え
て
下
さ
い
。
 

五
、
以
上
に
つ
い
て
疑
問
が
あ
 

れ
ば
直
接
、
宮
内
庁
式
部
職
 

あ
て
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
 

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
 

（
五
十
円
）
を
は
っ
た
封
筒
 

を
添
え
て
、
九
月
末
日
ま
で
 

に
間
合
せ
て
く
だ
さ
い
。
 

（約 
24 

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
 

（書式図） 

桜 

、
 

、
 

、 

、 、 

め
 

」
‘
 
一
 

…
…
（
折
り
目
）
…
i
 
メ
 

チ
 

郵
便
番
号
 
住
 

所
 
ン
 

ふ
 
り

が

な

 
セ
 

氏
 

名
 
33 

職
業
 

年
月
日
生
備
 

こ
 
ざ
 
い
 
ま
 
し
 
た
 

社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

若
林
き
み
江
殿
 

宇
野
 

久

殿

 

金
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
へ
 

米

家

半

治

殿

 

右
の
方
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
 

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
 

で
、
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
い
 

た
だ
き
ま
す
。
 


